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第 3 章「4, 5 歳児における表情の理解と意図的な表出の関連」では，研究 2 として，




第 4 章「3 歳児における表情の理解と意図的な表出の関連： 表情および感情の理








第 5 章「基本感情を表す表情の構成要素に関する理解の発達」では，研究 4 として，
上記の可能性を検討するために，表情筋の制御を必要とせず，表情の特徴である構成
要素について「福笑い」の要領で理解の程度を数量化する課題（以降，表情パズル課
題と示す）を開発した。その上で，4 歳児および 5 歳児を対象として表情パズル課題
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を実施した結果，5 歳児の課題成績が 4 歳児よりも高いこと，喜びと驚きについては
目と口，悲しみと怒りについては目と眉の領域を理解していることなどが明らかとな
った。 
第 6 章「表情の構成要素に着目した感情理解の発達： 幼児は他の幼児が作成した
表情をどのように理解するか？」では，研究 5 として，研究 4 の参加者によって課題
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続く第 3 章では，課題で求める理解の対象を語彙から他者の表情へと発展させ，4 歳
児の段階ではみられない表情の理解と表出との相関関係が 5 歳児において認められるこ
とを示した。 
第 4 章では，3 歳児を対象に，同様の実験課題を実施し，理解と表出との間にみとめ





の要領で並べてゆくが，その課題成績が 5 歳児において 4 歳児よりも高いこと，さらに
「喜び」と「驚き」の感情は目と口，「悲しみ」と「怒り」については目と眉が手がかり
であることを，選択の個人間差の観点から明らかとした。 
続く第 6 章では，パズル課題で作成された表情を刺激とし，これを同世代の 4，5 歳児
がどう読み取るのか検討した結果，「悲しみ」と「怒り」では眉が手がかりとなること，
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